
 

特殊車両許可手続き

　最近は、車も運搬される貨物も大型になり、重量も重くなって、道路が壊される事故が増えています。狭い
道路に大型車を通行させたり、一定の大きさや重さを超える車（特殊な車両と呼びます）を通行させるとき
は、道路管理者の許可を受けるように、道路法で定められています。

●道路法に基づく車両の制限とは
　道路は、一定の構造基準により作られています。そのため、道路法では道路の構造を守り、交通の危険を
防ぐため、道路を通行する車両の大きさや重さを次のとおり制限しています。この制限のことを「一般的制
限」といい、制限値のことを「一般的制限値」といいます。
　一般的制限値を一つでも超える車両を「特殊な車両」といい、道路を通行するには特殊車両通行許可が
必要です。

　

●「特殊車両通行許可」の申請と許可について

・車両を通行させようとする者（運送事業者、荷主等）が申請しなければなりません。
・道路管理者（国、都道府県、市町村等）は、申請された車両が安全に通行できるか否かを、道路の構造と
照らし合わせて確認を行います。
・複数の道路管理者が管理する道路にまたがる申請経路の場合、申請を受け付けた道路管理者（例えば
国道事務所）で一括して手続き（他の道路管理者との協議を含む。）を行っています。
・道路管理者が異なる複数の道路に係る許可の申請をする場合、「協議」に要する実費として手数料が必要
です。（※行政書士に代理申請を依頼する場合には、別途行政書士に支払う報酬が必要になります。）
・インターネット経由の申請も可能です。詳細は下記のURLをご参照ください。

　http://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/

　

●取締りの強化

　平成２５年３月に指導取締り要領が改正され、「特殊車両通行許可」を受けずに、または許可の内容に違
反して走行させることを繰り返し行った場合、是正指導を行い、それにも関わらず違反が確認された場合に
は、その違反者の名称や違反内容等を公表することとされました。


